
JP 3175413 U 2012.5.10

10

(57)【要約】
【課題】平時に注出口から十分な水量の浄水を注出でき
、平時と災害時の両方に使用でき、しかも平時と災害時
の切替を簡単に行うことができる逆浸透膜式浄水器を提
供する。
【解決手段】逆浸透膜式浄水器Ｍは、水道管に着脱自在
に直結される注入口１１から浄水の注出口１２に通じる
流路２１と、流路２１に介在される、少なくともセディ
メントカーボンフィルタＳＣ及びメンブレンフィルタＲ
Ｏを有するフィルタユニットと、両フィルタＳＣ、ＲＯ
間に設けられる加圧ポンプＰと、浄水を貯留する貯留容
器３５と、メンブレンフィルタ下流側の水圧が規定値以
下になると、加圧ポンプを作動させる高圧力スイッチＨ
ＰＳ及び加圧ポンプ直後の流路を遮断するオートシャッ
トオフバルブＡＳＶと、加圧ポンプ上流側の水圧が規定
値を超えると、加圧ポンプを作動させる低圧力スイッチ
ＬＰＳと、災害時に水道水の供給が停止されたときに低
圧力スイッチを無効にする無効スイッチＳＷとを備える
。
【選択図】図１



(2) JP 3175413 U 2012.5.10

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　水道管に着脱自在に直結される注入口から浄水の注出口に通じる流路と、
　前記流路に介在される、原水の前処理を行う前処理フィルタとこの前処理フィルタの下
流側に配置されたメンブレンフィルタとを少なくとも有するフィルタユニットと、
　前記前処理フィルタと前記メンブレンフィルタとの間に設けられて流路内の水を加圧す
る加圧ポンプと、
　前記メンブレンフィルタからの排水を排除する排水路と、
　前記フィルタユニットを通過した浄水を貯留する貯留容器と、
　前記メンブレンフィルタの下流側の水圧を監視し、この水圧が規定値以下になると、前
記加圧ポンプを作動させる高圧力スイッチと、
　前記メンブレンフィルタの下流側の水圧が規定値を超えると、前記加圧ポンプ直後の流
路を遮断する遮蔽手段と、
　前記加圧ポンプの上流側の水圧を監視し、この水圧が規定値を超えると、前記加圧ポン
プを作動させる低圧力スイッチと、
　災害時に水道水の供給が停止されたときに低圧力スイッチを無効にして前記加圧ポンプ
を作動可能にする無効手段とを備えることを特徴とする逆浸透膜式浄水器。
【請求項２】
　前記フィルタユニット、加圧ポンプ、低圧力スイッチ、高圧力スイッチ及び遮蔽手段を
収容する筐体を備え、
　前記筐体の壁面に前記注入口、注出口及び無効手段が設けられ、これらの注入口と注出
口とにホースを着脱自在に接続可能としたことを特徴とする請求項１記載の逆浸透膜式浄
水器。
【請求項３】
　前記前処理フィルタの上流側で前記流路が分岐され、この分岐された分岐路が汚水源に
接続可能とすると共に、第１の開閉弁を備えることを特徴とする請求項１又は２記載の逆
浸透膜式浄水器。
【請求項４】
　前記遮蔽手段は、前記メンブレンフィルタ下流側の水圧を受けて移動するダイアフラム
を有するオートシャットオフバルブであり、
　前記汚水源は、汚水を貯留する容器であり、この容器には手押し式ポンプと、容器内の
圧力が規定値を超えたときに開弁する安全弁とが設けられ、
　前記第１の開閉弁よりも前記容器側の分岐路に第２の開閉弁を介設し、前記手押し式ポ
ンプの操作により容器内の圧力が所定値以上になったときに前記第２の開閉弁が開弁する
ように構成したことを特徴とする請求項３記載の逆浸透膜式浄水器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、逆浸透膜式浄水器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、一般家庭やマンションのような集合住宅の家庭では、水道水（原水）に含まれる
不純物を取り除いて飲み水や調理用の水（以下、「浄水」という）を得るために、キッチ
ン等に浄水器を設置することが多い。その中でも、不純物を効果的に除去し得るものとし
て逆浸透膜式浄水器が近年注目されている。
【０００３】
　この逆浸透膜式浄水器としては、例えば、キッチンの水道蛇口に接続された流路（原水
路）を備え、この流路にフィルタユニットを介設し、このフィルタユニット上流側に加圧
ポンプを設けたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。このものは、水道蛇口
を開くことで流路に原水を流し、この原水を加圧ポンプにより加圧し、この加圧した原水
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をフィルタユニットにより浄化して浄水を得て、得られた浄水を注出口から注出する、所
謂タンクレスタイプの逆浸透膜式浄水器である。この種のものでは、注出口から注出され
る浄水の水量はせいぜい２００ｍｌ／ｍｉｎ程度であり、平時に使用する水量としては不
十分である。
【０００４】
　平時に十分な水量の浄水を注出口から注出するために、水道管に注入口を直結し、この
注入口からの流路に介設したフィルタユニットにより浄化された浄水を貯留する貯留容器
たるタンクを設け、この貯留容器に貯留した浄水を注出口から注出できるようにした逆浸
透膜式浄水器が提案されている（例えば、特許文献２参照）。この種のものでは、貯留容
器が満水になってメンブレンフィルタ下流側の水圧が規定値を超えると、高圧力スイッチ
により加圧ポンプの作動を禁止すると共に、シャットオフバルブによりメンブレンフィル
タ直前の流路を遮断することで、貯留容器への浄水の貯留を自動で停止できるようになっ
ている。これにより、常に貯留容器を満水にでき、災害時に貯留容器の浄水を確保できる
という利点がある。
【０００５】
　然しながら、上記特許文献２記載のものでは、フィルタユニット上流側に加圧ポンプを
設けているため、水道水の圧力が低い場合でも、フィルタユニットを通過させる前に一定
の圧力まで加圧できるという効果が得られるものの、加圧ポンプやフィルタユニットの目
詰まりが起こり易くなる。フィルタユニットの目詰まりが起こると、フィルタユニットの
下流側の水圧が下がるが、この場合でも、上記特許文献２記載のものは低圧力スイッチを
備えていないため、加圧ポンプが作動し続けるという不具合が生じる。さらに、このよう
に低圧力スイッチを備えていないと、災害時に水道水が供給されなくなったとき（断水時
）に加圧ポンプの上流側が負圧になっても加圧ポンプが作動し続けることとなり、加圧ポ
ンプが故障する虞がある。このため、上記特許文献２記載のものは、水道水の供給が停止
され、水道水よりも汚い汚水を浄化する災害時の使用には不向きであるという問題があっ
た。そこで、平時に注出口から十分な水量の浄水を注出でき、平時と災害時の両方に使用
でき、しかも平時と災害時の切替を簡単に行うことができる逆浸透膜式浄水器の開発が望
まれていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実用新案登録第３１１４４１１号
【特許文献２】特許第２６２０５７４号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　本考案は、以上の点に鑑み、平時に注出口から十分な水量の浄水を注出でき、平時と災
害時の両方に使用でき、しかも平時と災害時の切替を簡単に行うことができる逆浸透膜式
浄水器を提供することをその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本考案は、水道管に着脱自在に直結される注入口から浄水
の注出口に通じる流路と、前記流路に介在される、原水の前処理を行う前処理フィルタと
この前処理フィルタの下流側に配置されたメンブレンフィルタとを少なくとも有するフィ
ルタユニットと、前記前処理フィルタと前記メンブレンフィルタとの間に設けられて流路
内の水を加圧する加圧ポンプと、前記メンブレンフィルタからの排水を排除する排水路と
、前記フィルタユニットを通過した浄水を貯留する貯留容器と、前記メンブレンフィルタ
の下流側の水圧を監視し、この水圧が規定値以下になると、前記加圧ポンプを作動させる
高圧力スイッチと、前記メンブレンフィルタの下流側の水圧が規定値を超えると、前記加
圧ポンプ直後の流路を遮断する遮蔽手段と、前記加圧ポンプの上流側の水圧を監視し、こ
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の水圧が規定値を超えると、前記加圧ポンプを作動させる低圧力スイッチと、災害時に水
道水の供給が停止されたときに低圧力スイッチを無効にして前記加圧ポンプを作動可能に
する無効手段とを備えることを特徴とする。尚、本考案において、前処理フィルタには、
セディメントフィルタ、カーボンフィルタ、又は、セディメントフィルタとカーボンフィ
ルタとが一体化されたセディメントカーボンフィルタが含まれるものとする。
【０００９】
　本考案は、注入口が水道管に着脱自在に直結され、浄水を貯留可能な貯留容器を備える
逆浸透膜式浄水器において、低圧力スイッチと高圧力スイッチと遮蔽手段とを備える構成
を採用した。これによれば、平時には、水道管（水栓）に注入口を直結させることで、水
道水が注入口に注入される。この注入された水道水は流路を流れ、フィルタユニットを通
過した浄水は貯留容器に貯留される。この貯留された浄水を注出口から注出させれば、平
時に十分な水量の浄水を注出できる。貯留容器が満水になってメンブレンフィルタ下流側
の水圧が規定値を超えると、高圧力スイッチにより加圧ポンプの作動が禁止されると共に
、遮蔽手段により加圧ポンプ直後の流路が遮断されるため、浄水の生成を自動的に中止し
て貯留容器を満水に保つことができる。その後、貯留容器に貯留された浄水が使用されて
メンブレンフィルタ下流側の水圧が規定値以下になると、加圧ポンプの作動が再開される
と共に、加圧ポンプ直後の流路が連通するため、貯留容器への浄水の貯留が再開される。
尚、本考案によれば、前処理フィルタが目詰まりを起こしてその下流側の水圧が低下した
場合、低圧力スイッチにより加圧ポンプの作動を停止させることができる。それに対して
、上記特許文献２記載のものは、低圧力スイッチを備えていないため、前処理フィルタが
目詰まりを起こしても、加圧ポンプが作動し続けることとなる。このとき、加圧ポンプが
作動し続けても、メンブレンフィルタ下流側の水圧が上昇しないため、高圧力スイッチ及
びシャットオフバルブの何れも働かない。
【００１０】
　他方で、災害時に水道水の供給が停止されたとき（断水時）には、平時に貯留容器内に
貯留された浄水を使用することができる。このとき、加圧ポンプ上流側の水圧が規定値以
下になるため、低圧力スイッチにより加圧ポンプの作動が停止され、加圧ポンプ上流側が
負圧になることを防止できる。貯留容器に貯留された浄水がなくなると、水道管から注入
口を取り外し、この取り外した注入口を汚水源に例えばホース等により接続する。このよ
うに接続しても、上記低圧力スイッチにより加圧ポンプを作動させることができないが（
浄水を得られないが）、本考案では、無効手段によって低圧力スイッチを無効にし、加圧
ポンプを強制的に作動させることができる。これにより、汚水源から流路内に汚水を吸い
込み、この吸い込んだ汚水を加圧してフィルタユニットにより浄化でき、結果として、汚
水から浄水を得ることができる。そして、この断水時にも、平時と同様に、フィルタユニ
ットを通過した浄水を貯留容器に貯留できる。また、加圧ポンプ上流側に前処理フィルタ
が存するので、汚水が直接加圧ポンプに流れ込まないため、加圧ポンプの目詰まりを防止
できる。
【００１１】
　このように、本考案では、原水が注入される注入口を水道管に着脱自在に直結されるよ
うに構成したため、平時には水道管に注入口を直結でき、災害時には汚染源に注入口を接
続できる。そして、災害時に無効手段により低圧力スイッチを無効にすることで、上記汚
染源に注入口を接続することと相俟って、平時と災害時を簡単に切替えることができる。
【００１２】
　本考案において、フィルタユニット、加圧ポンプ、低圧力スイッチ、高圧力スイッチ及
び遮蔽手段を収容する筐体を更に備え、この筐体の壁面に前記注入口、注出口及び無効手
段が設けられ、これらの注入口と注出口とにホースを着脱自在に接続可能とした。これに
よれば、災害時に、注入口及び注出口に夫々接続したホースを取り外せば、逆浸透膜式浄
水器を簡単に持ち運ぶことができる。そして、例えば河川等の汚水源の近くまで逆浸透膜
式浄水器を運び、汚水源に通じるホースを注入口に接続し、加圧ポンプを作動させること
により、汚水源の汚水から浄水を得ることができる。
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【００１３】
　本考案において、前記前処理フィルタの上流側で前記流路が分岐され、この分岐された
分岐路が汚水源に接続可能とすると共に、第１の開閉弁を備えることが好ましい。これに
よれば、第１の開閉弁を操作するだけで汚水源からの汚水を注入口に注入できる。尚、本
考案において、分岐路で第１の開閉弁が介設される箇所には、流路からの分岐箇所を含む
ものとする。分岐箇所に設ける第１の開閉弁としては、三方弁を好適に用いることができ
る。
【００１４】
　本考案において、前記遮蔽手段は、前記メンブレンフィルタ下流側の水圧を受けて移動
するダイアフラムを有するオートシャットオフバルブであり、前記汚水源は、汚水を貯留
する容器であり、この容器には手押し式ポンプと、容器内の圧力が規定値を超えたときに
開弁する安全弁とが設けられ、前記第１の開閉弁よりも前記容器側の分岐路に第２の開閉
弁を介設し、前記手押し式ポンプの操作により容器内の圧力が所定値以上になったときに
前記第２の開閉弁が開弁するように構成することが好ましい。これによれば、災害時に電
力供給が停止されたときでも、オートシャットオフバルブは、従来一般的に用いられる電
磁弁の如く常に閉弁された状態とはならない。このため、手押し式ポンプの操作により、
容器内の汚水を流路に吸い込むことができ、メンブレンフィルタに汚水を供給できる。そ
して、手押し式ポンプの操作により容器内の圧力が所定値以上になったときに第２の開閉
弁を開くようにすれば、効率的に汚水を流路に送水できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案の実施形態の逆浸透膜式浄水器の構成を示す図。
【図２】図１に示す逆浸透膜式浄水器の分岐路に接続された汚水貯留容器を示す図。
【図３】逆浸透膜式浄水器の変形例を示す図。
【図４】逆浸透膜式浄水器の変形例を示す図。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して、本考案の実施形態の逆浸透膜式浄水器について、一般家庭のキ
ッチンのシンク下の収納スペースに設置され、平時には水道水を浄化し、災害時には汚水
を浄化するものを例に説明する。尚、各図において共通する要素には、同一の符号を付し
て重複する説明を省略する。
【００１７】
　図１に示す本実施形態の逆浸透膜式浄水器Ｍは、筐体１を備える。この筐体１の上壁１
ａには、水道水注入口１１ａ、汚水注入口１１ｂ、排出口１２、タンク接続口１３、注出
口１４及び無効スイッチ（無効手段）ＳＷが夫々設けられている。そして、注入口１１ａ
、１１ｂ、排出口１２、タンク接続口１３及び注出口１４には、後述するホースを着脱自
在に接続可能とした。即ち、水道水注入口１１ａには、シンクの水栓（水道給水配管）か
ら分岐したホース３１が接続され、平時に水道水が注入される。汚水注入口１１ｂには、
汚水源３３に通じるホース３２が接続され、災害時に汚水が注入される。尚、図１には、
両注入口１１ａ、１１ｂにホース３１、３２が接続されている状態を示すが、平時には少
なくとも注入口１１ａにホース３１が接続されていればよく、災害時には少なくとも注入
口１１ｂにホース３２が接続されていればよい。排出口１２には、シンクの排水口から分
岐したホース３７が接続され、メンブレンフィルタＲＯからの排水を排出できるようにな
っている。タンク接続口１３には、貯留容器たるタンク３５に通じるホース３６が接続さ
れている。注出口１４には、蛇口（フォー）Ｆに通じるホース３８が接続され、浄水を蛇
口Ｆから吐出できるようになっている。また、筐体１の上壁１ａには取手Ｈが設けられて
おり、逆浸透膜式浄水器Ｍを簡単に持ち運ぶことができるようになっている。尚、取手Ｈ
に代えてベルトを設けてもよく、筐体１の側壁に設けてもよい。
【００１８】
　筐体１内には、水道水注入口１１ａから注出口１４に通じる流路２１が形成されている
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。流路２１には開閉弁Ｖ１ａが介設されており、この開閉弁Ｖ１ａを開いて後述の開閉弁
Ｖ１ｂを閉じることで水道水を流路２１に供給できる。この開閉弁Ｖ１ａの下流側で流路
２１から分岐路２１ａが分岐され、この分岐路２１ａは、汚水注入口１１ｂに接続されて
いる。分岐路２１ａには開閉弁（第１の開閉弁）Ｖ１ｂが介設され、この開閉弁Ｖ１ｂを
開いて上記開閉弁Ｖ１ａを閉じることで流路２１と汚水源３３とを連通させることができ
る。汚水源３３たる汚水貯留容器には、例えば浴槽や屋外の防火槽等から汲み取られた汚
水が貯留される。汚水貯留容器３３としては、例えばバケツを用いることができる。そし
て、開閉弁Ｖ１ｂを開き開閉弁Ｖ１ａを閉じた状態で、後述の如く無効スイッチＳＷをＯ
Ｎにして加圧ポンプＰを作動させることで、汚水貯留容器３３内の汚水を流路２１に供給
できる。
【００１９】
　尚、停電時には、汚水源として、上記汚水貯留容器３３に代えて、図２に示す密閉式の
汚水貯留容器３３ａが用いられる。この汚水貯留容器３３ａは、手押し式ポンプ３４と、
汚水貯留容器３３ａ内の圧力が規定値以上となったときに開く安全弁３４ａとを備える。
この手押し式ポンプ３４のハンドルを操作することにより、加圧ポンプＰが作動できない
停電時であっても、汚水を流路２１に供給できる。汚水貯留容器３３ａ近傍のホース３２
には開閉弁（第２の開閉弁）Ｖ２が介設されている。そして、手押し式ポンプ３４のハン
ドル操作によって容器内の圧力がある程度高くなった状態で開閉弁Ｖ２を開くことで、汚
水を効率良く流路２１に供給できる。
【００２０】
　筐体１内には、上記流路２１に介在される、前処理フィルタたるセディメントカーボン
フィルタＳＣとメンブレンフィルタＲＯとを少なくとも有するフィルタユニットが収容さ
れている。フィルタユニットは、上流側からセディメントカーボンフィルタＳＣ、メンブ
レンフィルタＲＯ及びポストカーボンフィルタＰＣで構成されている。セディメントカー
ボンフィルタＳＣは、原水に含まれる沈殿物を物理的に濾過するセディメントフィルタと
、有機化合物や塩素を吸着除去するカーボンフィルタとが一体化されたものである。メン
ブレンフィルタＲＯは、孔径が例えば０．０００１μｍ程度であり、水分子のみを選択的
に通過させる超微細孔を有する逆浸透膜を備える。そして、この逆浸透膜を透過した水を
下流側に流すと共に、透過できない重金属やバクテリアを分離除去して排出口から排出す
る。ポストカーボンフィルタＰＣは、メンブレンフィルタＲＯを通過した微量の有機化合
物を吸着除除するものである。
【００２１】
　セディメントカーボンフィルタＳＣとメンブレンフィルタＲＯとの間には加圧ポンプＰ
が設けられ、０．６ＭＰａ程度の水圧まで加圧した水をメンブレンフィルタＲＯに送るこ
とができるようになっている。この加圧ポンプＰの上流側にはセディメントカーボンフィ
ルタＳＣが設けられているので、ポンプ内部へのゴミや塩素の流入を低減でき、ポンプの
寿命を延ばすことができる。加圧ポンプＰは、後述する低圧力スイッチＬＰＳ、高圧力ス
イッチＨＰＳ及びトランスＴを介して電源に接続されており、低圧力スイッチＬＰＳと高
圧力スイッチＨＰＳとが共にオンのときに通電されて作動するようになっている。電源と
しては、家庭用電源のほか、バッテリー等の非常用電源、市販のインバータを用いれば自
動車内のシガレット電源を用いることができる。
【００２２】
　メンブレンフィルタＲＯの排水口には排水路２２が接続され、この排水路２２の終端は
排出口１２に接続され、メンブレンフィルタＲＯからの排水を排出できるようになってい
る。流路２１の終端は注出口１４に接続され、ポストカーボンフィルタＰＣを通過した浄
水を蛇口Ｆから吐出できるようになっている。また、メンブレンフィルタＲＯとポストカ
ーボンフィルタＰＣとの間で流路２１が分岐され、この分岐された分岐路２３には開閉弁
Ｖ３が介設され、この分岐路２３の終端はタンク接続口１３に接続されている。タンク接
続口１３とタンク３５とはホース３６で接続され、このホース３６には開閉弁Ｖ４が介設
されている。そして、蛇口Ｆを閉じると共に両開閉弁Ｖ３、Ｖ４を開弁することで、メン
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ブレンフィルタＲＯを透過した浄水をタンク３５内に貯留できる。また、蛇口Ｆを開くと
共に両開閉弁Ｖ３、Ｖ４を開弁することで、タンク３５内に貯留された浄水をポストカー
ボンフィルタＰＣを通して蛇口Ｆから吐出できる。
【００２３】
　メンブレンフィルタＲＯの下流側には逆止弁ＣＶが設けられ、タンク３５が満水になっ
て水圧が高くなったとき、浄水がメンブレンフィルタＲＯ側に逆流することを防止してい
る。逆止弁ＣＶの下流側には高圧力スイッチＨＰＳが設けられており、逆止弁ＣＶ下流側
の水圧が規定値を超えたときに加圧ポンプＰを停止させるようになっている。
【００２４】
　更に、流路２１の加圧ポンプＰ直後には、遮蔽手段として、例えばゴム製のダイアフラ
ムを有するオートシャットオフバルブＡＳＶが介設され、逆止弁ＣＶ下流側の水圧が高く
なったときに、この水圧を受けてダイアフラムが移動して加圧ポンプＰ直後の流路２１が
遮断されるようになっている。メンブレンフィルタＲＯへの通水が停止されるので、メン
ブレンフィルタＲＯから排水路２２への排水を停止できる。ここで、停止中の加圧ポンプ
Ｐに水道水の水圧がかかることを防止するために、加圧ポンプＰ直前の流路２１が遮断さ
れるようにオートシャットオフバルブＡＳＶを介設することが考えられるが、これでは、
断水時に加圧ポンプＰを強制的に作動させたときに、加圧ポンプＰの上流側が負圧になり
、この負圧によりオートシャットオフバルブＡＳＶのダイアフラムが誤作動して加圧ポン
プＰ直前の流路２１が遮断され、結果として、汚水貯留容器３３の汚水を流路２１に吸い
込むことができなくなることが判明した。本考案者は鋭意検討し、停止中の加圧ポンプＰ
に水道水の水圧がかかっても、加圧ポンプに対してさほど影響がないことを知見し、上記
の如くオートシャットオフバルブＡＳＶにより加圧ポンプＰ直後の流路２１を遮断する構
成とした。これによれば、断水時に後述の如く加圧ポンプＰを強制的に作動させても、オ
ートシャットオフバルブＡＳＶのダイアフラムが誤動作することがなく、汚水貯留容器３
３の汚水を流路２１に吸い込むことができる。
【００２５】
　ところで、流路２１を遮断するものとして、従来電磁弁を設けることが一般的であるが
、災害時に電力供給が停止されたとき（停電時）に電磁弁は常に閉弁される（すなわち、
流路２１が遮断される）ので、上記手押し式ポンプ３４を操作してもメンブレンフィルタ
ＲＯに汚水を供給できず、浄水が得られなくなる。それに対し、本実施形態で用いられる
オートシャットオフバルブＡＳＶは停電時でも常に閉弁されることはない。このため、手
押し式ポンプ３４のハンドルを操作することで、流路２１ひいてはメンブレンフィルタＲ
Ｏに汚水を通水できる。
【００２６】
　加圧ポンプＰの上流側でセディメントカーボンフィルタＳＣの下流側には低圧力スイッ
チＬＰＳが設けられており、加圧ポンプＰ上流側の水圧が規定値以下になったときに加圧
ポンプＰを停止させることで、加圧ポンプＰの空運転を防止でき、加圧ポンプＰの上流側
が負圧にならないようにしている。また、セディメントカーボンフィルタＳＣの目詰まり
が起こったときにも、加圧ポンプＰ上流側の水圧が規定値以下になるため、加圧ポンプＰ
を停止させることができる。また、筐体１の上壁１ａには、低圧力スイッチＬＰＳを無効
にする無効手段たる無効スイッチＳＷが設けられ、例えば水道水の供給が停止される断水
時に汚水を吸い込む場合等、加圧ポンプＰ上流側の水圧が規定値以下になったときに無効
スイッチＳＷをＯＮにすることで、加圧ポンプＰを強制的に作動できるようになっている
。以下、上記逆浸透膜式浄水器Ｍの平時及び災害時（断水時、停電時）の動作を説明する
。
【００２７】
　水道水及び電力が供給される平時には、開閉弁Ｖ１ａを開き開閉弁Ｖ１ｂを閉じること
で、水栓に直結された注入口１１を介して流路２１に水道水が通水される。そして、加圧
ポンプＰを作動させると、セディメントカーボンフィルタＳＣにより、水道水に含まれる
沈殿物が濾過された後、有機化合物や塩素が吸着除去される。次いで、重金属やバクテリ
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アがメンブレンフィルタＲＯにより分離除去される。このとき、開閉弁Ｖ３、Ｖ４を閉じ
ると、ポストカーボンフィルタＰＣを通過した浄水が蛇口Ｆから吐出される。蛇口Ｆを閉
じて開閉弁Ｖ３、Ｖ４を開くと、メンブレンフィルタＲＯを透過した浄水がタンク３５内
に貯留される。タンク３５が満水になると、メンブレンフィルタＲＯ下流側（本実施形態
では逆止弁ＣＶ下流側）の水圧が既定値を超えるため、高圧力スイッチＨＰＳにより加圧
ポンプＰが停止されると共に、オートシャットオフバルブＡＳＶにより加圧ポンプＰ直後
の流路２１が遮断される。その結果、メンブレンフィルタＲＯへの通水が停止され、メン
ブレンフィルタＲＯから排水（濃縮水）が排出されなくなる。即ち、浄水の生成を自動的
に中止してタンク３５を満水に保つことができる。また、蛇口Ｆを開くと、タンク３５に
貯留された浄水がポストカーボンフィルタＰＣを通過して蛇口Ｆから吐出されるため、平
時に十分な水量の浄水を使用できる。
【００２８】
　他方で、災害時に水道水の供給が停止されると（断水時）、平時にタンク３５に貯留さ
れた浄水を使用することができる。このとき、加圧ポンプＰ上流の水圧が既定値以下にな
るため、低圧力スイッチＬＰＳにより加圧ポンプＰが停止され、加圧ポンプＰの上流側が
負圧になることが防止できる。そして、ホース３２を汚水貯留容器３３に接続し、開閉弁
Ｖ１ａを閉じて開閉弁Ｖ１ｂを開くことで、汚水貯留容器３３と流路２１とを連通させる
。このとき、メンブレンフィルタＲＯ上流側の水圧が低くなり、低圧力スイッチＬＰＳが
働いて加圧ポンプＰを作動させることができないが、低圧力スイッチＬＰＳを無効にする
無効スイッチＳＷをＯＮにすることで、加圧ポンプＰを強制的に作動させることができる
。これにより、汚水貯留容器３３の汚水が流路２１に吸い込まれる。この流路２１に吸い
込まれた汚水は、セディメントカーボンフィルタＳＣ、メンブレンフィルタＲＯ、ポスト
カーボンフィルタＰＣを順番に通過して浄化され、浄化により得られた浄水が蛇口Ｆから
吐出される。また、上記平時と同様に、蛇口Ｆを閉じて開閉弁Ｖ３、Ｖ４を開くことで、
メンブレンフィルタＲＯを通過した浄水をタンク３５内に貯留することができる。そして
、蛇口を開くと、タンク３５に貯留された浄水がポストカーボンフィルタＰＣを通過して
蛇口Ｆから吐出される。
【００２９】
　また、電力供給が停止されると（停電時）、加圧ポンプＰを作動させることができない
ため、図２に示す如く、汚水貯留容器３３ａに付設された手押し式ポンプ３４のハンドル
を上下方向に操作する。このとき、開閉弁Ｖ２を開いた状態でハンドルを操作しても、汚
水貯留容器３３ａ内の圧力が分岐路３２を介して流路２１に逃げてしまうので、汚水を効
率的に流路２１に通水できない。そこで、開閉弁Ｖ２を閉じた状態で所定回数（例えば数
十回）ハンドル操作して汚水貯留容器３３ａ内の圧力を高めた後、開閉弁Ｖ２を開くこと
で、汚水を効率的に流路２１に通水できる。
【００３０】
　このように、本実施形態では、注入口１１ａ、１１ｂの何れか一方を水道管に着脱自在
に直結されるように構成したため、平時には水道管に注入口１１ａを直結でき、災害時に
は汚水貯留容器３３に注入口１１ｂを接続できる。そして、災害時に無効スイッチＳＷに
より低圧力スイッチＬＰＳを無効にすることで、上記汚水貯留容器３３に注入口１１ｂを
接続することと相俟って、平時と災害時を簡単に切替えることができる。しかも、災害時
に無効スイッチＳＷの操作だけで加圧ポンプＰを作動できるため、低圧力スイッチＬＰＳ
の配線の変更を行う必要がないので、利用者にとって使い勝手が良い。
【００３１】
　なお、本考案は上記実施形態に限定されるものではない。例えば、上記実施形態では、
逆浸透膜式浄水器Ｍをキッチンのシンク下に設置する場合を例に説明したが、例えば、災
害時に一定量の汚水を確保できない場合等には、逆浸透膜式浄水器Ｍを取り外して屋外に
持ち出して使用することもできる。このとき、開閉弁Ｖ１ａ、Ｖ３、Ｖ４を閉じ、筐体１
の上壁１ａの注入口１１ａ，１１ｂ、排出口１２、タンク接続口１３、注出口１４に夫々
着脱自在に接続されたホース３１、３２、３７、３６、３８を取り外すことで、河川や防
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て、図示は省略するが、注入口１１ｂと汚水源とをホースで接続し、排出口１２と排水を
貯留する排水貯留容器とをホースで接続し、注出口１４と浄水を貯留する浄水貯留容器と
をホースで接続する。これによれば、汚水源からの汚水を浄化し、この浄化により得た浄
水を浄水貯留容器に貯留できる。尚、開閉弁Ｖ１ａに代えて開閉弁Ｖ１ｂを閉じ、注入口
１１ｂに代えて注入口１１ａと汚水源とをホースで接続してもよい。また、逆浸透膜式浄
水器Ｍを持ち運ぶ際に、排出口１２を図示省略のキャップで塞ぐことで、この排出口１２
から排水が滲み出るのを防ぐことができる。
【００３２】
　上記実施形態では、筐体１内で流路２１から流路２１ａを分岐しているが、図３に示す
如く、筐体１の外側でホース３１を分岐し、この分岐されたホース３２を汚水貯留容器３
３に接続し、ホース３１、３２に開閉弁Ｖ１ａ、Ｖ１ｂを介設してもよい。そして、開閉
弁Ｖ３も筐体１外側のホース３６に介設してもよい。これによれば、筐体１を開けること
なく、各開閉弁Ｖ１ａ、Ｖ１ｂの操作を行うことができるため、利用者の作業性を向上さ
せることができる。
【００３３】
　さらに、筐体１の外側でホース３１からホース３２を分岐する場合、図４に示す如くホ
ース３１からホース３２が分岐される位置に切換弁Ｖ１たる三方弁を設けることが好まし
い。これによれば、図３に示す如く構成した場合に比べて構成部品点数が少なくなるため
製造コストを低減でき、しかも水道水と汚水との切換を１つの切換弁Ｖ１の切換操作だけ
で行えるので利用者の作業性を更に向上させることができる。
【００３４】
　また、上記実施形態では、前処理フィルタとしてセディメントカーボンフィルタＳＣを
用いる場合について説明したが、別個に構成されたセディメントフィルタとカーボンフィ
ルタとを直列に接続して用いることもできる。塩素を含まない原水を用いる場合には、前
処理フィルタとしてセディメントフィルタのみを用いることができる。また、コストを抑
える場合には、前処理フィルタとしてカーボンフィルタのみを用いることができる。
【００３５】
　また、上記実施形態では、排出口１２に接続されたホース３７をシンクの排水口に接続
しているが、このホース３７を汚水貯留容器３３、３３ａに接続してもよい。この場合、
メンブレンフィルタＲＯからの排水が再利用されるため、多量の汚水を確保できない場合
に水を有効活用できてよい。
【符号の説明】
【００３６】
　　Ｍ…逆浸透膜式浄水器、ＳＣ…セディメントカーボンフィルタ（前処理フィルタ）、
ＭＯ…メンブレンフィルタ、Ｐ…加圧ポンプ、ＬＰＳ…低圧力スイッチ、ＨＰＳ…高圧力
スイッチ、ＡＳＶ…オートシャットオフバルブ（遮蔽手段）、ＳＷ…無効スイッチ（無効
手段）、Ｖ１ｂ…開閉弁（第１の開閉弁）、Ｖ２…開閉弁（第２の開閉弁）、１１…注入
口、１２…注出口、２１…流路、２２…排水路、３１、３７…ホース。
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